
2019年6月末時点におけるオアフ島のオフィス用不動産市

場は、稼働総面積が164,584平方フィート増加し健全な状

態で、オアフ島全体の空室率は10.65%となり、過去10年

間で最も低くなった。 
 

過去6カ月のセントラル・ビジネス地区（CBD）における

空室率は、16.44%から12.13%に減少した。この6カ月とい

う短期間における、この大きな減少幅は、過去に類を見

ない。 
 

完成までに7年を要すると予想されている「1132ビショッ

プ」タワーの住宅タワーへの改築が完了すれば、同タ

ワーの27万平方フィートを占有しているテナントが他の

ビルに移転することになり、空室率は大きく減少するこ

とになる、とコリアーズ社は予想している。 

 

「1132ビショップ」タワーのテナントの移転以外に、ハ

ワイ・パシフィック大学が2019年第二四半期に、ウィン

ドワード、ククイ・プラザ、フォート通りの各キャンパ

スを統合し、ウォーターフロント・プラザに移転したた

め、CBDのオフィス稼働面積は10万平方フィート増加し

た。 

 

2017年から2018年の間、CBDにおける平均希望家賃は1か

月・1平方フィート当たり1.39ドルから1.49ドルに上昇し

た。この7.2%上昇した家賃が、最近の家賃交渉の目安と

なっているが、希望家賃は過去6カ月の間も着実に上昇し

ている。 

 

コリアーズ社はオアフ島の空室率は、今後2-3四半期の間

に10%に下落すると予想している。実際に、オアフ島の

オフィス用不動産市場は、2008年の不況以来で最高のレ

ベルまで戻ると予想されている。  




